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（論文第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 布施 英利 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 小谷 元彦 
（副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） シュナイダー ミヒャエル 
（副査）  アーティス
ト 
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瓦の文様であったという申請者久保田沙耶の幼少期の経験が、今につながる。 
 申請者の現地に赴いた民俗学や考古学に関わるフィールドワークは、修士課程入学以前から現在まで作
品制作と同時並行に継続してきた。その中でファウンドオブジェクトへの執拗な興味が創造行為を誘発し、
それらに命・心を吹き込む方法と、愛でるカタチを追求した結果、輝きある素材を一見装飾的に施したオブ
ジェクト作品を多数制作した。イギリス留学では現在形の視点を入れた表現とも言える作品修復の手法と
出会った。イギリス留学以前より申請者はこの修復の手法に近いオブジェクト作品を制作していたが、近年
のアートプロジェクトにおいても物質の永続性と偶発性の両面から物の神秘に迫る表現を一貫して探求し
てきた。 
 アートプロジェクトの代表作「漂流郵便局」とは、届け先の分からない返事のない相手に出された手紙を
受け付ける郵便局である。過去現在未来を通じて、ものことひと何宛でも受け付け、誰でもがそこで読むこ
とができる郵便局を瀬戸内海に浮かぶ香川県粟島に開設し、2013年より瀬戸内国際芸術祭で発表してきた。
粟島特有の漂流物や島の海運、及び郵便の歴史と関わった旧粟島郵便局に命を吹き込む再生の手法は、申請
者のオブジェクト作品と同質のものであり、今までの研究が見事に結実したものとして評価される。 
 論文では「漂流郵便局」を中心に分析・考察するとともに、遠野のオシラ堂で行われる民俗学的な行事を
取材・調査し、自作との関係を述べ、文化の発生原理についても考察が及んでいることは高く評価できる。
また「ヒルネタリウム-惑星儀-」（第１章）、「moon drawing」（第２章）、「missing trace」（第３章）、とい
った作品が取り上げられ、スティーブン・ミズンの「人類の“心”の理論」と対応した相関図を作り、独自
の作品分析・解釈が試みられた。 
 審査会では、申請者のこれまでの一連の表現活動を踏まえ提出された作品と論文が有機的に関係し合い、
歴史的遺物を現代と近未来に解き放つ独自の手法を獲得したものであり、博士の学位を認めるに相応しい
優れたものであるという評価で全員一致した。 
 ファインアートの領域において、独自の「修復と再生」の手法より「歴史的遺物である物質」に鎮魂と
新たな命を吹き込む創造行為に意義を見いだす久保田沙耶の今後の展開に大いなる期待を寄せたい。 
